
で
１
つ
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ
る
さ
と

納
税
支
援
窓
口
）
を
11
月
か
ら
２

つ
に
増
設
。
今
月
か
ら
は
さ
ら
に

１
つ
追
加
予
定
で
、
よ
り
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
整

え
ま
し
た
。

　返
礼
品
を
登
録
す
る
と
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
商
品
が
掲
載
さ

れ
、
全
国
に
向
け
て
商
品
や
事
業

が
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。
事
業
者
は
、

広
告
費
な
ど
の
費
用
負
担
も
な

く
、
新
た
な
販
路
開
拓
な
ど
も
期

待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
返
礼
品
の

登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

寄
付
は
増
加
傾
向

　ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た
い
自
治

体
に
、
使
い
道
を
指
定
し
て
寄
付

が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

本
市
は
▽
水
源
の
里
振
興
▽
世
界

連
邦
推
進
▽
社
会
福
祉
▽
教
育
振

興
▽
地
域
振
興―

の
５
つ
の
分
野

で
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
は
、
１
３
４
６
件
・
約
３
７

３
０
万
円
で
、
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　市
外
の
寄
付
者
に
は
、
本
市
の

特
産
品
な
ど
を
「
返
礼
品
」
と
し

て
送
付
。
本
市
に
と
っ
て
は
、
お

礼
品
を
通
じ
て
市
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
も
歓
迎

　返
礼
品
と
し
て
募
集
す
る
の

は
、
米
や
酒
、
菓
子
な
ど
市
内
で

生
産
し
て
い
る
商
品
。ま
た
、ア
ー

ト
作
品
や
工
芸
品
の
ほ
か
、
宿
泊

体
験
な
ど
の「
体
験
・
滞
在
型
サ
ー

ビ
ス
」
も
登
録
で
き
ま
す
。
返
礼

品
に
で
き
る
も
の
に
は
、
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

販
路
拡
大
に
も
期
待

　市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け

入
れ
を
拡
大
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
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ふ
る
さ
と
の

〝
贈
り
物
〞を
募
集

　市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
「
返
礼
品
」
と
あ
や
べ
特
別
市
民

に
送
る
「
ふ
る
さ
と
産
品
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
生

産
し
た
商
品
な
ど
を
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

あ
や
べ
応
援
団
に
特
産
品
を
送
付

　「あ
や
べ
特
別
市
民
」
は
、
本

市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に

市
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
制
度
。

本
年
で
21
年
を
迎
え
ま
し
た
。
会

員
に
は
年
３
回
の
特
産
品
の
ほ
か
、

会
報
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
）
や
市

内
飲
食
店
の
割
引
券
な
ど
を
送

付
。
特
産
品
を
生
産
す
る
地
域
の

活
力
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
募
集
す
る
の
は
、
来
年
度

の
会
員
に
送
付
す
る
「
ふ
る
さ
と

産
品
」
で
す
。
本
年
度
は
、
菓
子

や
加
工
品
な
ど
24
事
業
者
25
品

の
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
産
品

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

会
報
で
生
産
者
を
紹
介

　同
制
度
の
会
員
は
、
本
年
11
月

時
点
で
全
国
に
約
１
８
５
０
人
。

産
品
に
採
用
さ
れ
た
商
品
は
、
一

定
数
量
の
売
り
上
げ
が
見
込
め
ま

す
。
ま
た
、
年
５
回
発
行
す
る

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
、
産
品
の

生
産
者
を
紹
介
。「
生
産
者
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
」「
仲
良
く
楽

し
く
産
品
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
」と
好
評
で
す
。
さ
ら
に
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
読
ん
だ
会
員

か
ら
の
取
り
寄
せ
や
リ
ピ
ー
タ
ー

の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、

商
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。

　大
口
の
生
産
に
対
応
で
き
な
い

場
合
も
、
ま
ず
は
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
郷
土
色
豊
か
な
「
ふ
る

さ
と
の
味
」
を
、
全
国
の
会
員
に

届
け
ま
せ
ん
か
。

　登
録
・
応
募
の
問
い
合
わ
せ
な

ど
詳
し
く
は
、
い
ず
れ
も
秘
書
広

報
課
☎（
42
）４
２
０
４
、
F（
42
）

４
９
０
５
へ
。

登録要件
・市内に事業所などがある企業や団体、個人事業者
・市内で生産・製造している商品やサービスを提供しているもの
（加工や製造が市外のものは相談してください）

登録の流れ
①まずはご相談ください
②審査
　国の基準を満たしたものを認可します
③返礼品の登録と発送
登録に必要な書類や写真を提出してください。注文が入ると、
委託業者から連絡が入ります

④代金の受け取り
　発送した商品代金は、委託業者を通じて支払われます
応募受付
　随時受け付けています。すでに登録している事業者は、新しい
商品の追加登録も可能です

応募要件
・市内に事業所がある法人か団体、個人
・郷土色豊かな自社の商品で、安定供給が見込めるもの
・すでに販売しているか近日中に販売予定の商品（試作品は対象
外）

・産品と本市のブランド力向上に意欲がある
募集産品
　米、酒、菓子、食品、民芸品、工芸品など
応募方法
　秘書広報課で配布する応募用紙に商品見本を添え、令和２年１
月24日（金）までに同課へ
決定方法
　ふるさと産品庁内選定委員会で選考の上、決定します

ふるさと納税「返礼品」

あやべ特別市民「ふるさと産品」

全国に
ＰＲの
チャンス

　生きたもろみや自分でしょうゆに育てていく過程
が楽しめるキットなどを返礼品に登録しています。
当社は、綾部にＩターンした９家族で、昔ながらの
しょうゆ作りを広めたいと３年前に創業したばか
り。ふるさと納税を通した宣伝・販売の効果も期待
しています。
　また、返礼品を通して、綾
部の豊かな自然や田舎暮らし
の良さも知ってもらえたらい
いなと思っています。

商品を通じて綾部の自然を
感じてほしい

　水源の里・清水で収穫したお米やシソ、ヨモギな
ど、すべて地元産にこだわった「かきもち」をふる
さと産品として届けています。添加物を使わず、安
心して食べられる自慢の一品。「懐かしい味で綾部
を思い出す」と追加で注文が入ることもあり、私た
ちの活動の励みになっています。会員の笑顔を想像

しながら、みんな
でわいわいと生産
する時間も楽しみ
のひとつです。

ふるさと産品事業者
水源の里　清水
すみれ会の皆さん

ふるさとの思い出とともに
届けたい

ふるさと納税返礼品事業者
今しぼり 代表取締役
多 田　 晃さん

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

不
動
明
王
大
祭

■日 

１
月
26
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

■日 

２
月
９
日（
日
）
　■時 

11
時
〜

■場 

三
段
池
公
園
体
育
館（
福
知
山
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

女
性
相
談

■日 

１
月
６
日（
月
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

育
児
相
談

■日 

１
月
７
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
11
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 
１
月
７
日（
火
）、
２
月
４
日（
火
）

■時 
13
時
〜
16
時

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８ 

F（
40
）１
３
８
９

初
弘
法

■日 

１
月
21
日（
火
）
　■時 

10
時
〜

■場 

楞
厳
寺
（
舘
町
）

■問 

楞
厳
寺
☎（
47
）０
０
４
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

１
月
22
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

初
天
神

■日 

１
月
25
日（
土
）
　■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問 
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
68
回
四
都
市
体
育
大
会
冬
季
大
会

■日 

１
月
26
日（
日
）  

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

万
場
ス
キ
ー
場
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

愛
宕
山
火
ま
つ
り

■日 

１
月
26
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

坂
本
神
社
（
田
野
町
）

味
し
く
減
塩
〜
」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

１
月
28
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
日
々
（
西

　

 

町
二
丁
目
）

※

実
費
必
要

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

大
本
七
草
粥

■日 

１
月
９
日（
木
） 
■時 

10
時
30
分
〜
14
時

■場 

大
本
本
部
白
梅
殿
（
本
宮
町
）

※

本
年
か
ら
有
料
（
七
草
粥
と
お
茶

席
の
セ
ッ
ト
１
０
０
０
円
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

あ
や
べ
初
え
び
す
大
祭

■日 

１
月
９
日（
木
）＝
宵
え
び
す

■時 

正
午
〜
21
時

■日 

１
月
10
日（
金
）＝
本
え
び
す

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

綾
部
恵
比
須
神
社
（
並
松
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日 

１
月
20
日（
月
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
り
お
か
会
館
（
有
岡
町
）

■場 

市
役
所

※

１
月
の
申
し
込
み
は
12
月
24
日

（
火
）〜
27
日（
金
）、
２
月
は
１
月

28
日（
火
）〜
31
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

交
通
事
故
相
談

■日 

１
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
出
張
相
談

■日 

１
月
８
日（
水
）

■時 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

人
権
相
談

■日 

１
月
10
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

１
月
14
、
28
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

　
本
庁
舎

■日 

１
月
９
、
16
、
23
、
30
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日 

１
月
９
、
23
日（
木
）

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
診
票
発
行
、

　健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ご
寄
付
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
知
山

（
福
知
山
市
） 

児
童
書
11
冊

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

八
木
進
（
亀
岡
市
） 

５
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　73
件 

２
５
６
万
１
千
円

行
政
相
談

■日 

１
月
20
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

１
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

耳
の
こ
と
相
談

■日 

２
月
４
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

１
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

１
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時
　

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

■場 

14
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
。
28
日
＝
市
役
所
１
階

会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

調
停
相
談

■日 

１
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談（
税
理
士
会
）

■日 

１
月
15
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

１
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
１
月
９
日（
木
）〜
。

先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

１
月
20
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

糖
尿
病
教
室

■日 

１
月
６
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

１
月
20
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
42
）７
８
７
０

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば（
栄
養
教
室
）

■日 

１
月
21
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦

と
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
。
材
料
費
３
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
栄
養
教
室
）

■日 

１
月
28
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
内

容
は
「
お
い
し
く
・
正
し
く
・
い

た
だ
き
ま
す
〜
調
理
の
工
夫
で
美

【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ
　

〈
１
〜
２
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

■時 

19
時
ま
で

窓
口
延
長

相
　
　
談

国民年金にゆとりをプラス。自分で入る公的な個人年金。

  

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

で
１
つ
だ
っ
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ
る
さ
と

納
税
支
援
窓
口
）
を
11
月
か
ら
２

つ
に
増
設
。
今
月
か
ら
は
さ
ら
に

１
つ
追
加
予
定
で
、
よ
り
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
え
る
仕
組
み
を
整

え
ま
し
た
。

　返
礼
品
を
登
録
す
る
と
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
に
商
品
が
掲
載
さ

れ
、
全
国
に
向
け
て
商
品
や
事
業

が
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
。
事
業
者
は
、

広
告
費
な
ど
の
費
用
負
担
も
な

く
、
新
た
な
販
路
開
拓
な
ど
も
期

待
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
返
礼
品
の

登
録
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

寄
付
は
増
加
傾
向

　ふ
る
さ
と
や
応
援
し
た
い
自
治

体
に
、
使
い
道
を
指
定
し
て
寄
付

が
で
き
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
」。

本
市
は
▽
水
源
の
里
振
興
▽
世
界

連
邦
推
進
▽
社
会
福
祉
▽
教
育
振

興
▽
地
域
振
興―

の
５
つ
の
分
野

で
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
は
、
１
３
４
６
件
・
約
３
７

３
０
万
円
で
、
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　市
外
の
寄
付
者
に
は
、
本
市
の

特
産
品
な
ど
を
「
返
礼
品
」
と
し

て
送
付
。
本
市
に
と
っ
て
は
、
お

礼
品
を
通
じ
て
市
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
で

も
あ
り
ま
す
。

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
も
歓
迎

　返
礼
品
と
し
て
募
集
す
る
の

は
、
米
や
酒
、
菓
子
な
ど
市
内
で

生
産
し
て
い
る
商
品
。ま
た
、ア
ー

ト
作
品
や
工
芸
品
の
ほ
か
、
宿
泊

体
験
な
ど
の「
体
験
・
滞
在
型
サ
ー

ビ
ス
」
も
登
録
で
き
ま
す
。
返
礼

品
に
で
き
る
も
の
に
は
、
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
一
度

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

販
路
拡
大
に
も
期
待

　市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け

入
れ
を
拡
大
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
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ふ
る
さ
と
の

〝
贈
り
物
〞を
募
集

　市
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
「
返
礼
品
」
と
あ
や
べ
特
別
市
民

に
送
る
「
ふ
る
さ
と
産
品
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
生

産
し
た
商
品
な
ど
を
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

あ
や
べ
応
援
団
に
特
産
品
を
送
付

　「あ
や
べ
特
別
市
民
」
は
、
本

市
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
人
に

市
を
応
援
し
て
い
た
だ
く
制
度
。

本
年
で
21
年
を
迎
え
ま
し
た
。
会

員
に
は
年
３
回
の
特
産
品
の
ほ
か
、

会
報
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
）
や
市

内
飲
食
店
の
割
引
券
な
ど
を
送

付
。
特
産
品
を
生
産
す
る
地
域
の

活
力
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　今
回
募
集
す
る
の
は
、
来
年
度

の
会
員
に
送
付
す
る
「
ふ
る
さ
と

産
品
」
で
す
。
本
年
度
は
、
菓
子

や
加
工
品
な
ど
24
事
業
者
25
品

の
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
産
品

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

会
報
で
生
産
者
を
紹
介

　同
制
度
の
会
員
は
、
本
年
11
月

時
点
で
全
国
に
約
１
８
５
０
人
。

産
品
に
採
用
さ
れ
た
商
品
は
、
一

定
数
量
の
売
り
上
げ
が
見
込
め
ま

す
。
ま
た
、
年
５
回
発
行
す
る

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
は
、
産
品
の

生
産
者
を
紹
介
。「
生
産
者
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
」「
仲
良
く
楽

し
く
産
品
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
る
」と
好
評
で
す
。
さ
ら
に
、

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
読
ん
だ
会
員

か
ら
の
取
り
寄
せ
や
リ
ピ
ー
タ
ー

の
獲
得
に
も
つ
な
が
っ
て
お
り
、

商
品
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。

　大
口
の
生
産
に
対
応
で
き
な
い

場
合
も
、
ま
ず
は
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
郷
土
色
豊
か
な
「
ふ
る

さ
と
の
味
」
を
、
全
国
の
会
員
に

届
け
ま
せ
ん
か
。

　登
録
・
応
募
の
問
い
合
わ
せ
な

ど
詳
し
く
は
、
い
ず
れ
も
秘
書
広

報
課
☎（
42
）４
２
０
４
、
F（
42
）

４
９
０
５
へ
。

登録要件
・市内に事業所などがある企業や団体、個人事業者
・市内で生産・製造している商品やサービスを提供しているもの
（加工や製造が市外のものは相談してください）
登録の流れ
①まずはご相談ください
②審査
　国の基準を満たしたものを認可します
③返礼品の登録と発送
登録に必要な書類や写真を提出してください。注文が入ると、
委託業者から連絡が入ります
④代金の受け取り
　発送した商品代金は、委託業者を通じて支払われます
応募受付
　随時受け付けています。すでに登録している事業者は、新しい
商品の追加登録も可能です

応募要件
・市内に事業所がある法人か団体、個人
・郷土色豊かな自社の商品で、安定供給が見込めるもの
・すでに販売しているか近日中に販売予定の商品（試作品は対象
外）
・産品と本市のブランド力向上に意欲がある
募集産品
　米、酒、菓子、食品、民芸品、工芸品など
応募方法
　秘書広報課で配布する応募用紙に商品見本を添え、令和２年１
月24日（金）までに同課へ
決定方法
　ふるさと産品庁内選定委員会で選考の上、決定します

ふるさと納税「返礼品」

あやべ特別市民「ふるさと産品」

全国に
ＰＲの
チャンス

　生きたもろみや自分でしょうゆに育てていく過程
が楽しめるキットなどを返礼品に登録しています。
当社は、綾部にＩターンした９家族で、昔ながらの
しょうゆ作りを広めたいと３年前に創業したばか
り。ふるさと納税を通した宣伝・販売の効果も期待
しています。
　また、返礼品を通して、綾
部の豊かな自然や田舎暮らし
の良さも知ってもらえたらい
いなと思っています。

商品を通じて綾部の自然を
感じてほしい

　水源の里・清水で収穫したお米やシソ、ヨモギな
ど、すべて地元産にこだわった「かきもち」をふる
さと産品として届けています。添加物を使わず、安
心して食べられる自慢の一品。「懐かしい味で綾部
を思い出す」と追加で注文が入ることもあり、私た
ちの活動の励みになっています。会員の笑顔を想像

しながら、みんな
でわいわいと生産
する時間も楽しみ
のひとつです。

ふるさと産品事業者
水源の里　清水
すみれ会の皆さん

ふるさとの思い出とともに
届けたい

ふるさと納税返礼品事業者
今しぼり 代表取締役
多 田　 晃さん

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

不
動
明
王
大
祭

■日 

１
月
26
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

正
暦
寺
（
寺
町
）

■問 

正
暦
寺
☎（
42
）０
９
８
０

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

■日 

２
月
９
日（
日
）
　■時 

11
時
〜

■場 

三
段
池
公
園
体
育
館（
福
知
山
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

女
性
相
談

■日 

１
月
６
日（
月
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

育
児
相
談

■日 

１
月
７
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
11
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 
１
月
７
日（
火
）、
２
月
４
日（
火
）

■時 
13
時
〜
16
時

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８ 

F（
40
）１
３
８
９

初
弘
法

■日 

１
月
21
日（
火
）
　■時 

10
時
〜

■場 

楞
厳
寺
（
舘
町
）

■問 

楞
厳
寺
☎（
47
）０
０
４
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

■日 

１
月
22
日（
水
）

■時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

■場 

図
書
館
（
新
宮
町
）

■申
■問 

図
書
館
☎（
42
）６
９
８
０

　F（
42
）４
５
７
０

初
天
神

■日 

１
月
25
日（
土
）
　■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
天
満
宮
（
天
神
町
）

■問 
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

第
68
回
四
都
市
体
育
大
会
冬
季
大
会

■日 

１
月
26
日（
日
）  
■時 

９
時
30
分
〜

■場 

万
場
ス
キ
ー
場
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

愛
宕
山
火
ま
つ
り

■日 

１
月
26
日（
日
）
　■時 

10
時
〜

■場 

坂
本
神
社
（
田
野
町
）

味
し
く
減
塩
〜
」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

１
月
28
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
日
々
（
西

　

 

町
二
丁
目
）

※

実
費
必
要

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

大
本
七
草
粥

■日 

１
月
９
日（
木
） 
■時 
10
時
30
分
〜
14
時

■場 

大
本
本
部
白
梅
殿
（
本
宮
町
）

※

本
年
か
ら
有
料
（
七
草
粥
と
お
茶

席
の
セ
ッ
ト
１
０
０
０
円
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

あ
や
べ
初
え
び
す
大
祭

■日 

１
月
９
日（
木
）＝
宵
え
び
す

■時 

正
午
〜
21
時

■日 

１
月
10
日（
金
）＝
本
え
び
す

■時 

９
時
〜
16
時

■場 

綾
部
恵
比
須
神
社
（
並
松
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　F（
42
）８
５
１
４

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日 

１
月
20
日（
月
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
り
お
か
会
館
（
有
岡
町
）

■場 

市
役
所

※

１
月
の
申
し
込
み
は
12
月
24
日

（
火
）〜
27
日（
金
）、
２
月
は
１
月

28
日（
火
）〜
31
日（
金
）

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

交
通
事
故
相
談

■日 

１
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
出
張
相
談

■日 

１
月
８
日（
水
）

■時 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

人
権
相
談

■日 

１
月
10
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
申
し
込
み
必
要

■申
■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

就
職
相
談

■日 

１
月
14
、
28
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

　
本
庁
舎

■日 

１
月
９
、
16
、
23
、
30
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日 

１
月
９
、
23
日（
木
）

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
診
票
発
行
、

　健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ご
寄
付
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

11
月
受
付
分

《
図
書
館
に
》

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
福
知
山

（
福
知
山
市
） 

児
童
書
11
冊

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

八
木
進
（
亀
岡
市
） 

５
万
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　73
件 

２
５
６
万
１
千
円

行
政
相
談

■日 

１
月
20
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

１
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

耳
の
こ
と
相
談

■日 

２
月
４
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

１
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

１
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時
　

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

■場 

14
日
＝
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
。
28
日
＝
市
役
所
１
階

会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

調
停
相
談

■日 

１
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談（
税
理
士
会
）

■日 

１
月
15
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

■日 

１
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
１
月
９
日（
木
）〜
。

先
着
10
人
。
１
人
20
分

■申
■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

１
月
20
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

糖
尿
病
教
室

■日 

１
月
６
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

１
月
20
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
42
）７
８
７
０

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば（
栄
養
教
室
）

■日 

１
月
21
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

妊
婦
、
生
後
６
か
月
ま
で
の
産
婦

と
そ
の
家
族
対
象
。
持
ち
物
は
母

子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
。
材
料
費
３
０
０
円

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
栄
養
教
室
）

■日 

１
月
28
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
13
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
内

容
は
「
お
い
し
く
・
正
し
く
・
い

た
だ
き
ま
す
〜
調
理
の
工
夫
で
美

【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1011

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ
　

〈
１
〜
２
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

■時 

19
時
ま
で

窓
口
延
長

相
　
　
談

国民年金にゆとりをプラス。自分で入る公的な個人年金。

  

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集



鮮
や
か
な
バ
ラ
で
票
集
め
る

　グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
⑩
の
「
バ

ラ
園
の
妖
精
ま
ゆ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
〜

皆
様
に
バ
ラ
の
香
り
と
幸
せ
を
ふ

り
ま
き
ま
す
」（
28
票
）＝
写
真
。

ピ
ン
ク
の
バ
ラ
の
ド
レ
ス
で
身
を

包
ん
だ
、
鮮
や
か
な
作
品
で
す
。

「
綾
部
の
バ
ラ
園
に
似
合
う
」「
華

や
か
」「
細
か
い
仕
上
が
り
」
な

ど
と
、
多
く
の
票
を
獲
得
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
次
ぐ
２
位
は

⑪「
お
手
伝
い
が
ん
ば
る
よ
」（
９

票
）、
３
位
は
⑤「
ゆ
か
た
を
着
て

お
祭
り
に
い
こ
う
！
」（
６
票
）

で
し
た
。

作
品
は
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
に

　ま
ゆ
ピ
ー
に
着
せ
ら
れ
る
ワ
ン

ピ
ー
ス
の
型
紙
と
作
り
方
は
、
引

き
続
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ぬ
い
ぐ
る
み
は
あ

や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）、
あ
や
べ

観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）、
市

観
光
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
や
セ
レ
」
で
購
入
で
き
ま
す
。

　市
は
今
後
、
応
募
作
品
を
活
用

し
た
、
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
本
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
綾
部
東
部
】
野
田
町
・
並
松
町

＝
野
々
垣
泰
輝
▽
上
町
・
川
糸
町

＝
髙
橋
喜
久
雄
▽
青
野
町
（
北
）

＝
大
嶋
一
夫
▽
青
野
町
（
南
）＝

足
立
か
よ
子
▽
青
野
町
（
東
）＝

櫻
井
堪
子
▽
青
野
町
（
西
）＝
平

田
研
吉
▽
味
方
町
（
上
）＝
菊
池

秀
吉
▽
味
方
町
（
下
）＝
四
方

子
▽
紫
水
ヶ
丘
＝
迫
沼
尚
美
【
同

中
部
】
若
松
町
＝
梅
原
己
喜
代
▽

東
本
町
・
西
本
町
＝
吉
見
と
み
江

▽
北
西
町
・
南
西
町
・
西
町
団
地

＝
山
本
昌
子
▽
広
小
路
・
新
広
小

路
＝
塩
見
実
▽
中
ノ
町
・
本
町
四

丁
目
・
五
・
六
丁
目
＝
由
良
藤
子

▽
天
神
町
・
相
生
町
＝
梅
原
誠
▽

綾
中
町
＝
新
井
玲
子
▽
新
町
・
新

宮
町
＝
土
田
哲
生
【
同
南
部
】
上

野
町
（
南
）＝
柴
田
直
美
▽
上
野

町
（
北
）＝

岡
功
▽
田
町
・
月

見
町
＝
林
多
嘉
子
▽
東
神
宮
寺
＝

堀
田
嘉
之
▽
寺
町
東
＝
四
方
加
代

子
▽
寺
町
西
（
東
）＝
森
本
仁
美

▽
寺
町
西
（
西
）＝
池
澤
泉
▽
田

野
町
＝
西
野
美
智
子
【
同
西
部
】

西
新
町
・
駅
前
＝
大
槻
千
代
▽
幸

通
・
本
町
七
丁
目
＝
谷
口
美
規
代

▽
本
町
八
丁
目
・
宮
代
町
＝
福
井

光
治
▽
中
神
宮
寺
＝
芦
田
伸
子
▽

西
神
宮
寺
＝
安
達
一
男
▽
井
倉
町

＝
小
出
晃
子
▽
井
倉
新
町
・
促
進

住
宅
・
井
倉
新
町
団
地
＝
調
整
中

▽
明
知
＝
庄
克
己

【
中
筋
】
岡
町
＝
四
方
清
▽
延
町

＝
泉
久
志
▽
鳥
ヶ
坪
＝
松
本
幸
子

▽
上
延
町
（
南
）＝

山
靖
子
▽

上
延
町
（
北
）＝
村
上
芳
雄
▽
上

延
町
（
東
）＝
林
千
代
子
▽
大
島

町
東
＝
大
島
多

子
▽
大
島
町
中

＝
大
島
洋
子
▽
大
島
町
西
＝
𠮷
見

市
長
の
ジ
レ
ン
マ
　
　

行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
政
治

家
で
も
あ
る
市
長
は
、
施
策
の

結
果
や
実
績
が
速
や
か
に
求
め

ら
れ
る
一
方
で
、
住
民
の
総
意

を
得
る
た
め
の
調
整
や
議
会
対

応
に
時
間
を
要
す
る
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

政
治
家
は
妥
協
の
産
物
を
創
り

出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
仲
介

人
と
割
り
切
る
節
も
あ
る
が
、

長
ら
く
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
を
相
手

に
し
た
経
験
を
持
つ
者
と
し
て

は
時
に
複
雑
な
心
境
に
な
る
。

時
代
の
変
化
が
激
し
く
課
題
が

山
積
す
る
中
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド

感
で
対
応
で
き
る
の
か
と
懸
念

す
る
か
ら
で
あ
る
。
　

地
方
創
生
と
い
う
風
は
吹
い

て
い
る
も
の
の
、
更
な
る
メ
リ

ハ
リ
の
効
い
た
抜
本
的
な
施
策

を
国
に
期
待
し
て
い
る
の
も
偽

ら
ざ
る
と
こ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
基

礎
自
治
体
と
し
て
独
自
の
方
策

を
講
じ
る
努
力
は
必
須
で
あ
る

が
、
諸
々
の
政
策
は
国
の
法
令

や
制
度
の
大
枠
に
縛
ら
れ
る
場

合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

少
々
荒
っ
ぽ
い
案
と
は
断
り

な
が
ら
、
例
え
ば
東
京
一
極
集

中
を
解
決
す
べ
く
都
市
と
地
方

の
消
費
税
に
差
を
つ
け
る
、
ま

た
少
子
化
対
策
と
し
て
多
子
家

庭
の
所
得
税
は
ゼ
ロ
に
し
て
年

金
は
割
増
支
給
す
る
、
あ
る
い

は
徴
農
制
に
よ
り
人
生
の
一
定

期
間
は
地
方
で
農
業
や
林
業
に

従
事
す
る…

等
々
、
そ
ん
な
試

み
が
あ
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
検

証
は
不
十
分
な
が
ら
他
国
に
お

い
て
は
類
似
し
た
政
策
に
よ
り

一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
と
の

報
告
も
あ
る
。

成
長
の
時
代
に
お
い
て
は
調

整
型
の
政
治
で
事
足
り
た
が
、

今
の
時
代
に
あ
っ
て
は
そ
れ
だ

け
で
は
済
む
ま
い
。
閉
塞
感
漂

う
世
に
あ
っ
て
、
こ
の
ジ
レ
ン

マ
の
出
口
探
し
は
今
日
も
続
く
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5

118

お
ち
い

ふ
し

し
ば

ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト

〜
グ
ラ
ン
プ
リ
決
ま
る
〜

4

民
生
児
童
委
員
１
４
３
人
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
民
生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
任
１
０
３
人
、
再
任
40
人
の
計
１
４
３
人
が
12
月
１
日
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
11
月
末
ま
で

の
３
年
間
で
す
。
調
整
中
の
地
区
は
、
決
ま
り
次
第
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
委
員
と
担
当
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
連
絡
先
な
ど
詳

し
く
は
、
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。

惠
子
▽
高
津
町
（
東
）＝
内
藤
重

美
▽
高
津
町
（
西
）＝
川
根
美
代

子
▽
安
場
町
＝
加
藤
彰
子
▽
夕

陽
ヶ
丘
（
西
）＝
上
原
好
則
▽
夕

陽
ヶ
丘
（
東
）＝
川
北
則
男

【
吉
美
】
有
岡
町
＝
四
方
英
子
▽

里
町
＝
栢
分
賢
▽
多
田
町
・
高
倉

町
＝
四
方
敦
子
▽
小
呂
町
・
星
原

町
＝
村
上
都
▽
桜
が
丘
一
丁
目
＝

梅
原
美
惠
▽
桜
が
丘
二
丁
目
＝
牧

野
年
子

【
西
八
田
】
上
八
田
＝
渡
邉
紀
子

▽
七
百
石
＝
辻
三
穗
▽
中
筋
＝
塩

尻
福
枝
▽
岡
安
＝
塩
尻
久
美
▽
渕

垣
＝
津
田
厚
子
▽
下
八
田
＝
上
原

守【
東
八
田
】
中
山
・
安
国
寺
＝
四

方
八
代
生
▽
新
町
・
中
町
・
内
谷

＝
梅
田
貴
美
子
▽
上
町
・
鐘
鋳
場
・

大
野
＝
木
村
美
惠
子
▽
高
槻
＝
新

川
富
美
子
▽
大
石
・
愛
宕
＝
水
口

せ
ち
子
▽
延
近
・
門
・
久
保
＝
牧

井
孝
志
▽
施
福
寺
・
小
嶋
＝
今
井

博
▽
鳥
居
野
・
野
瀬
＝
磯
井
陽
子

▽
見
内
・
下
村
＝
吉
﨑
敏
明
▽
大

又
・
中
川
原
＝
吉
田
春
子
▽
黒
谷
・

八
代
＝
福
田
定

【
山
家
】
戸
奈
瀬
町
・
釜
輪
町
＝

山
本
忠
雄
▽
広
瀬
町
＝
赤
阪
冨
美

▽
旭
町
・
橋
上
町
＝
四
方
廣
詞
▽

東
山
町
＝
福
田
良
雅
▽
鷹
栖
町
＝

四
村
義
治
▽
西
原
町
＝
西
村
照
子

▽
和
木
町
＝
白
波
瀨
均
▽
下
原
町

＝
加
藤
愛
子
▽
上
原
町
・
下
替
地

町
＝
井
上
昌
之

【
口
上
林
】
十
倉
志
茂
町
・
十
倉

中
町
＝
齊
藤
惠
美
▽
十
倉
名
畑

町
・
十
倉
向
町
・
井
根
町
＝
森
京

子
▽
武
吉
町
＝
四
方
三
知
夫
▽
佃

町
＝
青
井
経
史
▽
忠
町
＝
髙
橋
秀

文【
豊
里
】
上
位
田
・
中
位
田
＝
田

中
秀
人
▽
下
位
田
・
旭
ヶ
丘
＝ 

田
哲
▽
大
畠
・
岡
倉
＝
中
田
友

子
▽
栗
上
＝
四
方
敏
之
▽
栗
橋
＝

永
井
智
子
▽
栗
町
＝
仲
江
も
と
子

▽
栗
揚
＝
佐
藤
比
登
美
▽
豊
里
＝

大
槻
久
雄
▽
舘
＝
室
木
高
司
▽
今

田
・
高
谷
＝
安
達
美
知
子
▽
小
西

＝
長
岡
節
子
▽
鍛
治
屋
＝
山
下
則

子
▽
中
＝
塩
見
百
代
▽
日
向
・
本

城
奥
＝
寳
壁
博
美
▽
湯
殿
・
小
貝
・

石
原
＝
塩
見
綾
子
▽
私
市
東
・
私

市
＝
小
雲
正
雄

【
物
部
】
上
市
＝
山
下
千
惠
子
▽

下
市
＝
水
野
貞
子
▽
須
波
伎
＝
田

中
智
惠
子
▽
岸
田
＝
山
本
勉
▽
西

坂
＝
圓
山
か
つ
代
▽
新
庄
＝
山
田

重
保
▽
白
道
路
＝
上
原
信
行

【
志
賀
郷
】
志
賀
郷
＝
高
田
幸
子

▽
志
賀
＝
尾
崎
友
春
▽
向
田
＝
河

北
ひ
さ
子
▽
篠
田
・
別
所
＝
松
宮

清
美
▽
内
久
井
・
金
河
内
＝
羽
賀

藤
博
▽
坊
口
・
仁
和
＝
榎
本
栄
子

▽
西
方
＝
村
上
千
恵
美

【
中
上
林
】
第
一
区
＝
高
橋
靜
夫

▽
浅
原
・
真
野
＝
渡
邉
加
代
子
▽

小
田
・
引
地
＝
齊
藤
重
信
▽
西
屋
・

神
谷
・
寺
町
＝
西
嘉
山
恭
介
▽
日

置
谷
・
殿
・
片
山
＝
木
下
正
子
▽

石
橋
・
馬
場
＝
西
川
和
子
▽
山
田
・

竹
原
・
瀬
尾
谷
＝
調
整
中
▽
大
町
・

弓
削
＝
岩
﨑
哲
▽
遊
里
・
清
水
・

睦
志
＝
鎌
部
俊
夫
▽
辻
・
水
梨
・

市
之
瀬
・
市
志
＝
上
野
太
郎

【
奥
上
林
】
長
野
・
志
古
田
・
山

内
＝
諏
訪
久
朝
▽
鳥
垣
・
草
壁
・

古
屋
＝
野
々
垣
ひ
ろ
み
▽
有
安
＝

渋
沢
ま
す
み
▽
川
原
・
小
仲
・
八

代
＝
堀
田
一
美
▽
古
和
木
＝
森
藤

誠
▽
光
野
＝
久
保

▽
栃
・
大
唐

内
・
市
茅
野
＝
酒
井
正
春

《
主
任
児
童
委
員
》

【
綾
部
】
桑
原
常
男
、
八
木
加
奈

子
【
中
筋
】
岸
本
香
代
子
【
吉
美
】

内
藤
陽
子
【
西
八
田
】
大
槻
美
音

里【
東
八
田
】荒
井
利
恵
子【
山
家
】

上
田
裕
文
【
口
上
林
】
永
井
清
子

【
豊
里
】加
藤
雅
弘
、大
槻
陽
子【
物

部
】
田
中
明
子
【
志
賀
郷
】
倉
橋

ゆ
り
代【
中
上
林
】渡
邉
充
啓【
奥

上
林
】
渡
邉
喜
代
美

　市内外から多くの投票をいただき、あ
りがとうございました。寄せられた本紙
に対するご意見、ご感想などは、今後の
紙面作りの参考にさせていただきます。

　
市
は
「
第
２
回
ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
本
紙
10
月
号
で
人
気
投
票

を
行
い
、
市
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
力
作
11
点
の
中
か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
し
た
。

渕元優佳さん
（奈良市）

ゆ　か

1 2
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　数年前福知山に住み、綾部のスポーツ
クラブに入会。その時に知ったまゆピー
の、着せ替えコンテストを開催している
と聞き、初めて衣装づくりにチャレンジし
ました。当時、付近の観光地を周った際、

特に思い出のあるバラ園を
テーマにドレスを作成しまし
た。グランプリに選んでい
ただき、驚いています。
たくさんの思い出のあ
る綾部市に再び関わる
ことができ、うれし
く思っています。

思い出のバラ園
　　　　  テーマに

鮮
や
か
な
バ
ラ
で
票
集
め
る

　グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
ナ
ン
バ
ー
⑩
の
「
バ

ラ
園
の
妖
精
ま
ゆ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
〜

皆
様
に
バ
ラ
の
香
り
と
幸
せ
を
ふ

り
ま
き
ま
す
」（
28
票
）＝
写
真
。

ピ
ン
ク
の
バ
ラ
の
ド
レ
ス
で
身
を

包
ん
だ
、
鮮
や
か
な
作
品
で
す
。

「
綾
部
の
バ
ラ
園
に
似
合
う
」「
華

や
か
」「
細
か
い
仕
上
が
り
」
な

ど
と
、
多
く
の
票
を
獲
得
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
に
次
ぐ
２
位
は

⑪「
お
手
伝
い
が
ん
ば
る
よ
」（
９

票
）、
３
位
は
⑤「
ゆ
か
た
を
着
て

お
祭
り
に
い
こ
う
！
」（
６
票
）

で
し
た
。

作
品
は
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
に

　ま
ゆ
ピ
ー
に
着
せ
ら
れ
る
ワ
ン

ピ
ー
ス
の
型
紙
と
作
り
方
は
、
引

き
続
き
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ぬ
い
ぐ
る
み
は
あ

や
べ
特
産
館
（
青
野
町
）、
あ
や
べ

観
光
案
内
所
（
駅
前
通
り
）、
市

観
光
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

「
あ
や
セ
レ
」
で
購
入
で
き
ま
す
。

　市
は
今
後
、
応
募
作
品
を
活
用

し
た
、
ラ
イ
ン
ス
タ
ン
プ
を
作
成

す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
本
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

【
綾
部
東
部
】
野
田
町
・
並
松
町

＝
野
々
垣
泰
輝
▽
上
町
・
川
糸
町

＝
髙
橋
喜
久
雄
▽
青
野
町
（
北
）

＝
大
嶋
一
夫
▽
青
野
町
（
南
）＝

足
立
か
よ
子
▽
青
野
町
（
東
）＝

櫻
井
堪
子
▽
青
野
町
（
西
）＝
平

田
研
吉
▽
味
方
町
（
上
）＝
菊
池

秀
吉
▽
味
方
町
（
下
）＝
四
方

子
▽
紫
水
ヶ
丘
＝
迫
沼
尚
美
【
同

中
部
】
若
松
町
＝
梅
原
己
喜
代
▽

東
本
町
・
西
本
町
＝
吉
見
と
み
江

▽
北
西
町
・
南
西
町
・
西
町
団
地

＝
山
本
昌
子
▽
広
小
路
・
新
広
小

路
＝
塩
見
実
▽
中
ノ
町
・
本
町
四

丁
目
・
五
・
六
丁
目
＝
由
良
藤
子

▽
天
神
町
・
相
生
町
＝
梅
原
誠
▽

綾
中
町
＝
新
井
玲
子
▽
新
町
・
新

宮
町
＝
土
田
哲
生
【
同
南
部
】
上

野
町
（
南
）＝
柴
田
直
美
▽
上
野

町
（
北
）＝

岡
功
▽
田
町
・
月

見
町
＝
林
多
嘉
子
▽
東
神
宮
寺
＝

堀
田
嘉
之
▽
寺
町
東
＝
四
方
加
代

子
▽
寺
町
西
（
東
）＝
森
本
仁
美

▽
寺
町
西
（
西
）＝
池
澤
泉
▽
田

野
町
＝
西
野
美
智
子
【
同
西
部
】

西
新
町
・
駅
前
＝
大
槻
千
代
▽
幸

通
・
本
町
七
丁
目
＝
谷
口
美
規
代

▽
本
町
八
丁
目
・
宮
代
町
＝
福
井

光
治
▽
中
神
宮
寺
＝
芦
田
伸
子
▽

西
神
宮
寺
＝
安
達
一
男
▽
井
倉
町

＝
小
出
晃
子
▽
井
倉
新
町
・
促
進

住
宅
・
井
倉
新
町
団
地
＝
調
整
中

▽
明
知
＝
庄
克
己

【
中
筋
】
岡
町
＝
四
方
清
▽
延
町

＝
泉
久
志
▽
鳥
ヶ
坪
＝
松
本
幸
子

▽
上
延
町
（
南
）＝

山
靖
子
▽

上
延
町
（
北
）＝
村
上
芳
雄
▽
上

延
町
（
東
）＝
林
千
代
子
▽
大
島

町
東
＝
大
島
多

子
▽
大
島
町
中

＝
大
島
洋
子
▽
大
島
町
西
＝
𠮷
見

市
長
の
ジ
レ
ン
マ
　
　

行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
政
治

家
で
も
あ
る
市
長
は
、
施
策
の

結
果
や
実
績
が
速
や
か
に
求
め

ら
れ
る
一
方
で
、
住
民
の
総
意

を
得
る
た
め
の
調
整
や
議
会
対

応
に
時
間
を
要
す
る
と
い
う
ジ

レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
が
あ
る
。

政
治
家
は
妥
協
の
産
物
を
創
り

出
す
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
仲
介

人
と
割
り
切
る
節
も
あ
る
が
、

長
ら
く
民
間
ビ
ジ
ネ
ス
を
相
手

に
し
た
経
験
を
持
つ
者
と
し
て

は
時
に
複
雑
な
心
境
に
な
る
。

時
代
の
変
化
が
激
し
く
課
題
が

山
積
す
る
中
、
こ
の
ス
ピ
ー
ド

感
で
対
応
で
き
る
の
か
と
懸
念

す
る
か
ら
で
あ
る
。
　

地
方
創
生
と
い
う
風
は
吹
い

て
い
る
も
の
の
、
更
な
る
メ
リ

ハ
リ
の
効
い
た
抜
本
的
な
施
策

を
国
に
期
待
し
て
い
る
の
も
偽

ら
ざ
る
と
こ
ろ
。
も
ち
ろ
ん
基

礎
自
治
体
と
し
て
独
自
の
方
策

を
講
じ
る
努
力
は
必
須
で
あ
る

が
、
諸
々
の
政
策
は
国
の
法
令

や
制
度
の
大
枠
に
縛
ら
れ
る
場

合
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

少
々
荒
っ
ぽ
い
案
と
は
断
り

な
が
ら
、
例
え
ば
東
京
一
極
集

中
を
解
決
す
べ
く
都
市
と
地
方

の
消
費
税
に
差
を
つ
け
る
、
ま

た
少
子
化
対
策
と
し
て
多
子
家

庭
の
所
得
税
は
ゼ
ロ
に
し
て
年

金
は
割
増
支
給
す
る
、
あ
る
い

は
徴
農
制
に
よ
り
人
生
の
一
定

期
間
は
地
方
で
農
業
や
林
業
に

従
事
す
る…

等
々
、
そ
ん
な
試

み
が
あ
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
検

証
は
不
十
分
な
が
ら
他
国
に
お

い
て
は
類
似
し
た
政
策
に
よ
り

一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
と
の

報
告
も
あ
る
。

成
長
の
時
代
に
お
い
て
は
調

整
型
の
政
治
で
事
足
り
た
が
、

今
の
時
代
に
あ
っ
て
は
そ
れ
だ

け
で
は
済
む
ま
い
。
閉
塞
感
漂

う
世
に
あ
っ
て
、
こ
の
ジ
レ
ン

マ
の
出
口
探
し
は
今
日
も
続
く
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
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118

お
ち
い

ふ
し

し
ば

ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト

〜
グ
ラ
ン
プ
リ
決
ま
る
〜

4

民
生
児
童
委
員
１
４
３
人
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
伴
う
民
生
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
、
新
任
１
０
３
人
、
再
任
40
人
の
計
１
４
３
人
が
12
月
１
日
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。
任
期
は
令
和
４
年
11
月
末
ま
で

の
３
年
間
で
す
。
調
整
中
の
地
区
は
、
決
ま
り
次
第
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
委
員
と
担
当
地
域
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。
連
絡
先
な
ど
詳

し
く
は
、
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０
へ
。

惠
子
▽
高
津
町
（
東
）＝
内
藤
重

美
▽
高
津
町
（
西
）＝
川
根
美
代

子
▽
安
場
町
＝
加
藤
彰
子
▽
夕

陽
ヶ
丘
（
西
）＝
上
原
好
則
▽
夕

陽
ヶ
丘
（
東
）＝
川
北
則
男

【
吉
美
】
有
岡
町
＝
四
方
英
子
▽

里
町
＝
栢
分
賢
▽
多
田
町
・
高
倉

町
＝
四
方
敦
子
▽
小
呂
町
・
星
原

町
＝
村
上
都
▽
桜
が
丘
一
丁
目
＝

梅
原
美
惠
▽
桜
が
丘
二
丁
目
＝
牧

野
年
子

【
西
八
田
】
上
八
田
＝
渡
邉
紀
子

▽
七
百
石
＝
辻
三
穗
▽
中
筋
＝
塩

尻
福
枝
▽
岡
安
＝
塩
尻
久
美
▽
渕

垣
＝
津
田
厚
子
▽
下
八
田
＝
上
原

守【
東
八
田
】
中
山
・
安
国
寺
＝
四

方
八
代
生
▽
新
町
・
中
町
・
内
谷

＝
梅
田
貴
美
子
▽
上
町
・
鐘
鋳
場
・

大
野
＝
木
村
美
惠
子
▽
高
槻
＝
新

川
富
美
子
▽
大
石
・
愛
宕
＝
水
口

せ
ち
子
▽
延
近
・
門
・
久
保
＝
牧

井
孝
志
▽
施
福
寺
・
小
嶋
＝
今
井

博
▽
鳥
居
野
・
野
瀬
＝
磯
井
陽
子

▽
見
内
・
下
村
＝
吉
﨑
敏
明
▽
大

又
・
中
川
原
＝
吉
田
春
子
▽
黒
谷
・

八
代
＝
福
田
定

【
山
家
】
戸
奈
瀬
町
・
釜
輪
町
＝

山
本
忠
雄
▽
広
瀬
町
＝
赤
阪
冨
美

▽
旭
町
・
橋
上
町
＝
四
方
廣
詞
▽

東
山
町
＝
福
田
良
雅
▽
鷹
栖
町
＝

四
村
義
治
▽
西
原
町
＝
西
村
照
子

▽
和
木
町
＝
白
波
瀨
均
▽
下
原
町

＝
加
藤
愛
子
▽
上
原
町
・
下
替
地

町
＝
井
上
昌
之

【
口
上
林
】
十
倉
志
茂
町
・
十
倉

中
町
＝
齊
藤
惠
美
▽
十
倉
名
畑

町
・
十
倉
向
町
・
井
根
町
＝
森
京

子
▽
武
吉
町
＝
四
方
三
知
夫
▽
佃

町
＝
青
井
経
史
▽
忠
町
＝
髙
橋
秀

文【
豊
里
】
上
位
田
・
中
位
田
＝
田

中
秀
人
▽
下
位
田
・
旭
ヶ
丘
＝ 

田
哲
▽
大
畠
・
岡
倉
＝
中
田
友

子
▽
栗
上
＝
四
方
敏
之
▽
栗
橋
＝

永
井
智
子
▽
栗
町
＝
仲
江
も
と
子

▽
栗
揚
＝
佐
藤
比
登
美
▽
豊
里
＝

大
槻
久
雄
▽
舘
＝
室
木
高
司
▽
今

田
・
高
谷
＝
安
達
美
知
子
▽
小
西

＝
長
岡
節
子
▽
鍛
治
屋
＝
山
下
則

子
▽
中
＝
塩
見
百
代
▽
日
向
・
本

城
奥
＝
寳
壁
博
美
▽
湯
殿
・
小
貝
・

石
原
＝
塩
見
綾
子
▽
私
市
東
・
私

市
＝
小
雲
正
雄

【
物
部
】
上
市
＝
山
下
千
惠
子
▽

下
市
＝
水
野
貞
子
▽
須
波
伎
＝
田

中
智
惠
子
▽
岸
田
＝
山
本
勉
▽
西

坂
＝
圓
山
か
つ
代
▽
新
庄
＝
山
田

重
保
▽
白
道
路
＝
上
原
信
行

【
志
賀
郷
】
志
賀
郷
＝
高
田
幸
子

▽
志
賀
＝
尾
崎
友
春
▽
向
田
＝
河

北
ひ
さ
子
▽
篠
田
・
別
所
＝
松
宮

清
美
▽
内
久
井
・
金
河
内
＝
羽
賀

藤
博
▽
坊
口
・
仁
和
＝
榎
本
栄
子

▽
西
方
＝
村
上
千
恵
美

【
中
上
林
】
第
一
区
＝
高
橋
靜
夫

▽
浅
原
・
真
野
＝
渡
邉
加
代
子
▽

小
田
・
引
地
＝
齊
藤
重
信
▽
西
屋
・

神
谷
・
寺
町
＝
西
嘉
山
恭
介
▽
日

置
谷
・
殿
・
片
山
＝
木
下
正
子
▽

石
橋
・
馬
場
＝
西
川
和
子
▽
山
田
・

竹
原
・
瀬
尾
谷
＝
調
整
中
▽
大
町
・

弓
削
＝
岩
﨑
哲
▽
遊
里
・
清
水
・

睦
志
＝
鎌
部
俊
夫
▽
辻
・
水
梨
・

市
之
瀬
・
市
志
＝
上
野
太
郎

【
奥
上
林
】
長
野
・
志
古
田
・
山

内
＝
諏
訪
久
朝
▽
鳥
垣
・
草
壁
・

古
屋
＝
野
々
垣
ひ
ろ
み
▽
有
安
＝

渋
沢
ま
す
み
▽
川
原
・
小
仲
・
八

代
＝
堀
田
一
美
▽
古
和
木
＝
森
藤

誠
▽
光
野
＝
久
保

▽
栃
・
大
唐

内
・
市
茅
野
＝
酒
井
正
春

《
主
任
児
童
委
員
》

【
綾
部
】
桑
原
常
男
、
八
木
加
奈

子
【
中
筋
】
岸
本
香
代
子
【
吉
美
】

内
藤
陽
子
【
西
八
田
】
大
槻
美
音

里【
東
八
田
】荒
井
利
恵
子【
山
家
】

上
田
裕
文
【
口
上
林
】
永
井
清
子

【
豊
里
】加
藤
雅
弘
、大
槻
陽
子【
物

部
】
田
中
明
子
【
志
賀
郷
】
倉
橋

ゆ
り
代【
中
上
林
】渡
邉
充
啓【
奥

上
林
】
渡
邉
喜
代
美

　市内外から多くの投票をいただき、あ
りがとうございました。寄せられた本紙
に対するご意見、ご感想などは、今後の
紙面作りの参考にさせていただきます。

　
市
は
「
第
２
回
ま
ゆ
ピ
ー
着
せ
替
え
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
。
本
紙
10
月
号
で
人
気
投
票

を
行
い
、
市
内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
力
作
11
点
の
中
か
ら
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
し
た
。

渕元優佳さん
（奈良市）

ゆ　か

1 2

3

　数年前福知山に住み、綾部のスポーツ
クラブに入会。その時に知ったまゆピー
の、着せ替えコンテストを開催している
と聞き、初めて衣装づくりにチャレンジし
ました。当時、付近の観光地を周った際、

特に思い出のあるバラ園を
テーマにドレスを作成しまし
た。グランプリに選んでい
ただき、驚いています。
たくさんの思い出のあ
る綾部市に再び関わる
ことができ、うれし
く思っています。

思い出のバラ園
　　　　  テーマに

固
定
資
産
税
償
却
申
告
は
１
月
中

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
１
月
１
日
現
在
の
資
産
所
有

状
況
を
、
毎
年
１
月
31
日
ま
で
に

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人

で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人
が
、
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
の
用
に
供
す
る
た
め
保
有
し

て
い
る
資
産
で
、
構
築
物
・
機
械
・

備
品
な
ど
の
こ
と
で
す
。

申
告
書
は
、
税
務
課
窓
口
で
配

付
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、前
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
、

12
月
ご
ろ
に
申
告
書
等
を
郵
送
し

ま
す
。

期
限
間
近
は
窓
口
が
大
変
混
雑

し
ま
す
。
早
め
の
提
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
42
）４
２
４
４

「
働
き
た
い
」を
応
援
し
ま
す

市
な
ど
は
「
福
知
山
・
綾
部
シ

ニ
ア
向
け
就
職
面
接
会
」
を
開
催

し
ま
す
。
55
歳
以
上
の
求
職
者
が

応
募
可
能
な
綾
部
、
福
知
山
の
事

業
所
約
50
社
が
出
展
予
定
。
当
日

は
Ｊ
Ｒ
綾
部
駅
南
口
と
福
知
山
駅

南
口
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ん
（
府
立
盲
学
校
教
諭
）。

問
障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
２
５
４

令
和
２
年
度一時
預
か
り
事
業

市
は
、
保
護
者
が
勤
務
や
疾
病

等
で
一
時
的
に
保
育
を
必
要
と
す

る
場
合
に
利
用
で
き
る
「
一
時
預

か
り
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
に
は
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

対
象
児
童
／
市
内
在
住
の
生
後
10

か
月
か
ら
就
学
前
の
保
育
園
、
こ

ど
も
園
、
幼
稚
園
に
通
園
し
て
い

な
い
児
童
。
里
帰
り
出
産
の
た
め

に
本
市
に
滞
在
す
る
児
童
も
利
用

で
き
ま
す
。
実
施
園
／
せ
ん
だ
ん

苑
こ
ど
も
園
、
せ
ん
だ
ん
苑
南
こ

ど
も
園
、
綾
部
ひ
ま
わ
り
共
同
保

育
園
、
中
筋
幼
児
園
、
綾
東
こ
ど

も
園
、
豊
里
幼
児
園
、
吉
美
こ
ど

も
園
、
物
部
保
育
園
。
事
前
登
録

／
市
役
所
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

配
布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
こ
ど
も
支
援
課
へ
。
令

和
２
年
度
分
は
令
和
２
年
２
月
３

日（
月
）か
ら
随
時
受
け
付
け
。
保

育
料
／
別
途
申
請
し
て
「
保
育
の

必
要
性
」
の
認
定
を
受
け
た
場
合

に
無
償
に
な
る
場
合
あ
り
。

問
同
課

☎（
42
）４
２
５
２

活
動
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
で
市

民
の
地
域
福
祉
へ
の
関
心
と
理
解

を
深
め
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
令
和
２
年
１
月
24
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
。
場
所
／

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）。

内
容
／
市
長
表
彰
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
表
彰
、
受
彰
者
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
笑
顔
の
リ
レ
ー

メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
１
９
」
〜
福
祉

の
現
場
か
ら
〜
。

問
社
会
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
０

社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１

視
覚
障
害
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

市
は
、
令
和
元
年
度
「
手
話
言

語
の
確
立
及
び
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
促
進
に
関
す

る
条
例
」
市
民
向
け
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
令
和
２
年
１
月
25
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
。
場

所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野

町
）。
テ
ー
マ
／
視
覚
障
害
者
の

日
常
か
ら
考
え
る
、
こ
れ
か
ら
の

地
域
作
り
。
講
師
／
田
渕
茂
彦
さ

運
行
し
ま
す
。
履
歴
書
不
要
で
、

参
加
無
料
、
入
退
場
自
由
で
す
。

日
時
／
令
和
２
年
１
月
20
日（
月
）

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分
。
場

所
／
ホ
テ
ル
ロ
イ
ヤ
ル
ヒ
ル
福
知

山
＆
ス
パ
（
福
知
山
市
）。
対
象

／
概
ね
55
歳
以
上
の
求
職
者
。
内

容
／
雇
用
関
係
助
成
金
の
説
明
、

就
職
面
接
会
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部

☎（
42
）８
６
０
９

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

建
設
工
事
等
指
名
登
録
申
し
込
み

市
が
令
和
２
年
度
に
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
な
ど
の
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
業
者
は
、
監
理
課

に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
業
者
／
令
和
２
年
度
分
の
申

請
期
間
＝
令
和
２
年
２
月
３
日

（
月
）〜
17
日（
月
）。
市
外
業
者
／

令
和
２
・
３
年
度
分
の
申
請
期
間

＝
令
和
２
年
１
月
９
日（
木
）〜
31

日（
金
）。

問
監
理
課
☎（
42
）４
２
７
６

普
通
救
命
講
習

市
消
防
本
部
は
、
普
通
救
命
講

習
Ⅰ
を
開
催
し
ま
す
。
受
講
は
無

令
和
２
年
４
月
号
か
ら
６
か
月
契

約
と
１
年
契
約
。
バ
ナ
ー
＝
令
和

２
年
４
月
１
日
か
ら
６
か
月
契
約

と
１
年
契
約
。
費
用
／
６
か
月
契

約
＝
３
万
円
。
１
年
契
約
＝
６
万

円
。
広
報
紙
は
、
デ
ザ
イ
ン
料
も

費
用
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
申
込

み
／
市
役
所
と
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
令
和
２
年
２
月

28
日（
金
）ま
で
に
秘
書
広
報
課
へ
。

問
秘
書
広
報
課

☎（
42
）４
２
０
５

自
衛
官

防
衛
省
は
、
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
募
集
種
目
は
自
衛
官

候
補
生
等
で
す
。
応
募
方
法
や
試

験
日
な
ど
、
詳
し
く
は
自
衛
隊
福

知
山
地
域
事
務
所
へ
。

問
同
事
務
所

☎（
23
）０
４
１
６

12
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
０
６
９
人
（
男
１

５
４
１
７
、
女
１
６
６
５
２
）。

世
帯
数
は
１
３
７
２
８
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）１
８
０
１

あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

市
あ
い
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会

は
、同
運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

目
的
／
男
女
共
同
参
画
の
推
進
、

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進
と
円

滑
な
運
営
。
内
容
／
委
員
会
へ
の

出
席
、
催
し
の
企
画
運
営
、
研
修

参
加
な
ど
。報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
期
／
２
年
。
対
象
／
市
内
在
住

の
18
歳
以
上
の
男
女
。
募
集
人
数

／
若
干
名
。
申
込
み
／
令
和
２
年

１
月
31
日（
金
）ま
で
に
あ
い
セ
ン

タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）１
８
０
１

広
報
紙
・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告

市
は
、
本
市
「
広
報
あ
や
べ
・

ね
っ
と
」
に
掲
載
す
る
広
告
と
市

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

仕
様
／
広
報
紙
＝
１
枠
縦
４
・
５

㌢
、
横
６
㌢
。
12
枠
程
度
。
バ
ナ

ー
＝
１
枠
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、
横
１

８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ
ト
以

内
で
ｇ
ｉ
ｆ
形
式
（
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
広
報
紙
＝

料
で
す
。

日
時
／
令
和
２
年
２
月
８
日（
土
）

午
後
１
時
〜
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前売り

15：00開演

2,000円
1,500円

〈指定席〉
〈自由席〉

3月28日土
大阪交響楽団
名曲セレクション

ベートーヴェン生誕250周年記念
田園＆運命
指揮：柴田真郁

Ⓒ飯島隆

婦人の悩み婦人の悩み婦人の悩み 冷え性・更年期障害・生理不順
不妊症・膝腰痛・痺れ・むくみ etc

こんな悩みには、漢方が効く！
体質改善体質改善体質改善 夜間頻尿・神経痛夜間頻尿・神経痛夜間頻尿・神経痛 その他



市　　　役　　　所

クリーンセンター

斎　　　　　　　　場

図　　　書　　　館
天　　　文　　　館
資　　　料　　　館
あ い セ ン タ ー
上林いきいきセンター
保健福祉センター
市　　立　　病　　院
あやべ健康プラザ
観　光　案　内　所
あ や べ 特 産 館
あ　や　べ　温　泉

一部業務は8:30～17:00、日直が受け付け。水道は緊急時に対応

※1
　　 年末特別収集あり
（本紙11月号参照）

葬儀・火葬のみ
　利用予約のみ

13：00～17：00受け付け

　待合室のみ

　

　バス待合室は使用可能

　救急対応のみ
29日は17：00まで
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１月12日（日） 
　市は午後１時から、中丹文化会
館（里町）で第69回綾部市成人
式を開催。ご家族も入場できます
＝詳しくは、本紙お知らせ版参
照。

第69回綾部市成人式

１月12日（日）
　市は午前９時30分から消防出
初式を開催。あやべ・日東精工ア
リーナ（西町三丁目）で式典とパ
レード、東綾公園（川糸町）で儀
式放水を行います＝詳しくは、本
紙お知らせ版か市ホームページ消
防本部お知らせ参照。

消防出初式

天文館・自由工作
お正月のミニ飾り　　　 年末は合唱三昧！

　ＦＭいかるでは、本年開催された市
民合唱祭などの模様を放送します。
12月30日(月)
・第29回市小学校音楽交流会
　（午前10時～正午）
・第44回市中学校連合音楽祭
　（午後１時～３時）
12月31日(火)
・第40回市民合唱祭
　（午後１時～５時）
《問い合わせ》
ＦＭいかる ☎（42）9988

ＦＭいかる

１月１日（水・祝） 
　午前７時から日本ボーイスカウ
ト綾部第２団らが、藤山（寺山）
山頂で国旗と市旗、世界連邦旗を

掲揚。市民憲
章の唱和や
「平和の鐘」
の打ち初めな
どが行われま
す。天気が良
ければ、初日
の出の撮影も
楽しめます。

元旦寺山山頂国旗掲揚式

年
末
年
始
の

　
  

主
な
催
し

　年
末
年
始
の
主
な
催
し
と
各
施
設
の

休
館
・
休
業
日
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※１＝家庭用ごみの持ち込みのみ受け付け　※２＝施設の使用は可能

28日は16：30まで

6

　　　　本格派！ 和凧作り

12月27日（金）、28日（土）
　わらや竹を使って、し
め縄飾りや小さな門松を
作ります。

１月４日（土）、５日（日）
　和紙と割り竹を使っ
た、本格的な和だこを
製作。たこに、絵や文
字を描きます。

《問い合わせ》天文館 ☎（42）8080
76.3FM

今月のクイズ
　原子力災害が発生した時、 ＵＰＺ圏内にいる住民や旅行者
などは、 屋内退避をします。 市から避難指示が発令され避難
する際、 放射性物質の付着を防ぐため、 どんな服装が適して
いるでしょう。

7

市の未来を語り合う
　市は11月28日、青野町のものづくり交流
館で第６次総合計画（2021～2030年度）
と第２期総合戦略（2020～2024年度）の
策定に向け、意見を出し合うワークショッ
プを開催しました。市民や行政関係者など
約60人が参加。「空き家を流動化する制度
を」「市の歴史を学ぶ『綾部学』の推進を」
「市の独自性が必要」などと、本市の将来像
や課題について、熱心に意見交換を行いま
した。

　水源の里・仁和（倉橋清己代表）は11
月23日、住民の交流を目的に、地域の畑
で収穫したサトイモなどを使った芋煮会
を開催しました。仁和の魅力を伝える冊
子を作成するために取材している、龍谷
大学（京都市）の学生も参加し、住民と
交流しました。冊子は本年度中に完成予
　　　　　　　　　　　定です。

あったかい芋煮を満喫

　田楽研究所（木下芳信代表）は11月17日、岡安町
の西八田小学校を会場に「田舎を楽しむ学校（田楽学
校）」を実施。市民が「先生」となり、移住者のリ
レートークや草刈り、ドローンの操縦体験、ヨガ教
室、ボードゲームなど、多種多様な37コマの授業を行
いました。体育館や運動場では、市内の飲食店など約
20店が出展するマルシェも開催。当日は市内外から約
600人が集まり、田舎の魅力を体感しました。

綾部の魅力を伝える授業

　市は本紙令和２年３月号までの毎号「焼きいも缶詰（85
㌘）」のプレゼントクイズを実施。応募者の中から抽選で、
缶詰２缶を毎月５人にプレゼントします。
※当選者の発表は、商品の発送・当選連絡をもって代えさせていただ
きます。

　市や府などは11月30日、京都府原子力総合防災訓練を
実施。市民約100人が参加し、原子力災害を想定して避
難の手順などを確認しました。

クイズで防災の知識を
深めよう！ 非常食プレゼント

応募方法：クイズの答えと住所、氏名、年齢、電話番号、今月の広報紙への感
想、商品の受け取り方法（市役所で受け取りか郵送）を記入の上、
郵送かメール、ファクスで秘書広報課へ

応募締切：令和２年１月10日（金）必着
宛　　先：〒623-8501 綾部市若竹町8-1
　　　　　綾部市役所秘書広報課
　　　　　ねっと12月号防災クイズ係
メ ー ル：hisyokoho@city.ayabe.lg.jp
ファクス：（42）4905
＜問い合わせ＞ 同課☎（42）4205

①肌の露出が少ない　②肌の露出が多い　③薄手

③ハザードマップ
　ハザードマップは、自然災害で
想定される被害を地図にしたもの
です。自分が住む地域のハザード
マップで、危険な場所や避難経路
などを事前に確認しておきましょう。

11月号の答え
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メ ー ル：hisyokoho@city.ayabe.lg.jp
ファクス：（42）4905
＜問い合わせ＞ 同課☎（42）4205

①肌の露出が少ない　②肌の露出が多い　③薄手

③ハザードマップ
　ハザードマップは、自然災害で
想定される被害を地図にしたもの
です。自分が住む地域のハザード
マップで、危険な場所や避難経路
などを事前に確認しておきましょう。

11月号の答え


